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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

2011-７-1 

  

 

・福島第一原子力発電所の事故の影響で、東日本を中心に、電波時計が正確な時刻を自動補正で
きない状態が続いている。送信所が避難指示の出た地域にあるためだ。と、新聞で報じている。
３月 11 日以降の朝日新聞より。 （tokyu） 

・正確だと思っていた時計が狂っていた、時計が狂っていたために重大事故が発生しないかと心
配になる。飛行機の発着は大丈夫かと気をまわしてみた。やはり、山間地の地震計の時刻合わ
せに利用されていたが、これは有線更新に変更した模様である。（tokyu） 

・関東から以西は、九州の佐賀市からの電波で代替されている。その後、落雷等で一時停波した
ものの、５月１７日以降正常になっている。（tokyu） 

 
 

 

組合結成５０周年式典の開催 

三菱電機労働組合群馬支部 

執行委員長  荻原 浩良 

 

 

 

群馬支部はお蔭様で結成50周年を迎え6月11日(土)、 

太田ﾃｨｱﾗｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽに於いて菱の実会役員の皆様や 

執行部ＯＢの皆様、会社幹部・代表組合員など総勢 

150名で記念式典及びﾚｾﾌﾟｼｮﾝを開催することが出来 

ました。式典では50年の歴史をスライドショーにして 

ご披露させていただきました。ﾚｾﾌﾟｼｮﾝでは沢山のご 

来賓にご祝辞を頂き、一歩会の八木節も披露していた 

だきました。本当に有難うございました。  

昭和36年1月8日に、菱電機器労働組合として全員 

参加の中での結成大会をもって組織され、今年50周年 

を迎えられたことに関しましては、結成当時から今日ま 

で群馬支部を築いてこられました、諸先輩方のご尽力 

とご努力の賜物であり敬意を表します。  

また、この50年間においては、群馬製作所を運営する上で、 

オイルショックやバブルの崩壊、グローバル化、リーマンショッ 

クなど、数多くの経済的な危機的状況がありました。それに 

よって事業が影響を受け、数々の経営施策もありました。 

また、市場ニーズの変化により、事業を変えていかなければな 

らないことも沢山ありました。  

しかしながら、その時代の社会情勢や経営環境などに対 

応して、当時の労使がお互いに知恵を出し合って、その時々 

の最善策を進めてきた結果、今日の群馬製作所と群馬支部の 

反映に繋がっていることを改めて感じ感謝申し上げます。  

私たち労働組合はどんなに環境が変わっても労使関係があ 

る限り不変です。そして私たち群馬支部の役割は“群馬地区” 

を更に発展させて、きちんと雇用を守り、豊かなと気持ちで「働 

きがい」を持てる職場作りと、安心・安全な社会で暮らせる環境 

づくりであります。ありたい姿を「元気な職場」と「笑顔あふれる 

暮らし」として、それを実現していくことを私たちの活動として 

進めて参ります。今後ともご支援、ご協力をお願いいたします。 
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順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 高木よし子 +3 68 3 18 

準優勝 長嶺   元 +4 71 3 14 

３位 平賀   一 0 75 1 16 

４位 長嶺美恵子 0 76 0 20 

５位 根岸   昇 0 77 2 14 

６位 高橋 勝美 0 81 1 11 

７位 島  保夫 0 81 0 17 

順位 氏 名 グロス ネット 

優勝 坂田 修 85 69.4 

準優勝 長谷川 正男 95 73.4 

３位 島田 十助 88 73.6 

４位 高木 よし子 80 74.0 

５位 橋本 保彦 97 74.2 

６位 萩原 十四夫 85 74.2 

７位 小池 利男 91 74.2 

順位 氏 名 曲名 採点 

優勝 境野賢治 ちいさな日記 92 

準優勝 大橋 浩 奥飛騨慕情 91 

３位 佐藤辰利 また逢う日まで 89 

４位 江川八郎 しおさいの詩 89 

５位 斉藤貞子 別れのブルース 84 

６位 柳井孝行 中の島ブルース 84 

７位 永沼 進 北国の春 83 

 

 

 平成２３年度第５回カラオケ大会を、 
６月６日（月）に「カラオケ本舗・まねきねこ」 
尾島店で実施しました。 
 カラオケ大会も２年目に入り、５回目を迎えることが出来ました。従来の例会を、３回目ごとに大会方式 
（４回／年）に変えた活動は盛況です。連続１２回参加の人には皆勤賞「賞状（額入り）」、大会の順位で賞
品・参加賞、誕生月の人には、全員で祝う（合唱）、開始の時は国家斉唱（童謡等）を合唱し、楽しいひと
時でした。大会の採点結果は、本日皆勤賞を授与されました菱の実会群馬会長の境野さんが、見事優勝
されました。次回例会は、平成２３年７月４日（月）開催予定、新規参加者も待っています。  
         
 

平成２３年６月２日（木）に上武ゴルフ場に於いて、第５１回菱の実会ゴルフ大会を実施しました。 
今回は梅雨入り前に実施と計画しましたが、今年の梅雨入りは異常に早く５月に梅雨入りとなってしまい、当日
も朝から１日雨でスタートから合羽を着てのプレーとなってしまいましたがキャンセルもなく予定をしていた３６
名の方全員に参加して頂き実施しました。コンペの結果は雨天のせいかスコアが伸びず珍しく７０台の人は０
でした、そんな中ハンデキャップをフルにいかした坂田修さんが優勝しました。皆様のご協力に心より感謝申
し上げます。次回の大会は、７月２５日（月）の梅雨明けに予定しています。（大間々カントリー俱楽部） 
 
第第５５回回  カカララオオケケ大大会会   

第６３回春季グラウンドゴルフ大会 

平成２３年度最初の春季グラウンドゴルフ大会が５月２３日（月）利根グラウンドゴルフ場で２３名の参加で行
われました。今回はハンディ制で、あかぎコース、はるなコース、みょうぎコース(２周)の３２ホールで熱戦が
くりひろげられました。結果は３本のホールインワンを出した高木よし子さんが前回に続き優勝しました。 
次回の第６４回夏季大会は、８月２２日（月）を予定していますので皆様の参加をお待ちしています。 

 

＜ 菱の実会愛好会活動特集 ＞ 

 

 

第第５５１１回回  ゴゴルルフフ愛愛好好会会ココンンペペ 
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● 今月の 『 細野水彩画廊 』：「 湖水地方の渓流 」（菱の実会ホームページでご覧下さい）  

第１１回太田でテニスをやろう会 
５月２１日（土）の快晴の中、太田市鳥山上にあるサン
スポランドで開催しました。 
参加者は１６人で、内訳は、現役４人、女性４人、OB男
性８人、年齢は、５０歳から８７歳、最高齢者は今年の８
月に米寿を迎える太田又次さんで、今でも週に５日は
コートに出て若者？達を指導しているそうです。 
試合方法は、ダブルス４試合で、毎試合抽選でペアー
が変わります、結果は次のとおりでした。 

優勝；山田恭史さん ４勝０負、 準優勝；石尾延也さん 
３勝１負、 第３位；菱山弘司さん ３勝１負、 
 

 

 

来年も５月中旬の土曜日に開催する予定です、硬式テニス愛好者の多数のご参加をお待ちしてます。 
 
【 新入会員紹介 】 

 

尾島  勉さん（平成 23 年 5 月入会） 太田市由良町 

 

 

３月２０日をもちまして、４５年勤務いたしました三菱電機を定年退職となり、
これから第二の人生と言う事になりますが、群馬菱の実会に入会する事によ
り、今後より一層楽しさが増えるような気がいたします。諸先輩方のご指導を
頂きながら、楽しい人生を送りたいと思いますのでご指導ご鞭撻頂きます様
宣しくお願い申し上げます。 
・昭和40年3月入社(三菱電機群馬製作所)、プレス係に配属(プレス加工業
務を 36年間担当) ・菱馬テクニカに出向(3年間サービス業務担当) 
・平成 17年 4月 MHKに出向(6年間サービス業務担当) 
・平成 23年 3月 20日(三菱電機を定年退職) 

数十年前、米国、ソ連、フランス、イギリス、中国、インド、パキスタンなどの国々は、競って原爆実験を行っ
た、おそらく合計１００数十回以上にのぼっている。その時メディアで囁かれたことは、「このまま原爆実験を
続けたら地球は人類がニ度と住めない星になる」であったと記憶している。この原爆実験が中止された契機
は、ビキニ環礁で被爆し亡くなった久保山愛吉さんの死亡報道であった。実際には、その後も何回か実験
は続いていたが、それが契機になったことは、間違いではなく、このことは、メディアのはたした功績は極め
て大きいと言える。 
しかしながら、今の福島第一原発事故に対する外国のメディア扱いは、先の数十年前の原爆実験の愚か

さを、知ってかどうか分からないが、日本からの情報が不充分だ、事前に何の予告もなく、大量の放射性物
質を放出したなどと怒っている。原爆実験を行った時の諸外国は、全く予告なしに実験を行ったり、実験の
周知徹底が不十分であったりしたのではないだろうか。実験後の放射能の分布や、影響などのニュースは
あまり知られていない。 
 原爆は、広島型のウラン２３５を使用したもの、長崎型のプルトニューム原爆、第５福竜丸が被爆した、いわ
ゆる水爆の３種に大きく分けられが、どうも、不可解なことが多い。 
① 数十年経過した現在、半減期が何万年といわれるプルトニュウムはどこに消えたのか？ 
② 原爆や水爆は、原発に比べて放射性物質の放出量が尐ないのか？ 

原発は事故が起きなければ、放射能の放出は全くないが、爆発・爆発事故を起こせば、 
核燃料の量の対比で、原爆は㎏、原発はトン単位で、原発の放出量が圧倒的に高い。 

③ 広島（２０万人死亡）、長崎（６万人死亡）、の直接の死因は、熱線で、第５福竜丸の被爆を除いて、放射
線や癌などによる死亡として特には取上げられていない印象がある。 

④ ソ連や、中国やインドの原爆実験は自国で行っていたと思えるが、放射能の影響はどうなっているのだ
ろうか？国民の影響は？死亡事故は？ 

⑤ 中国の核実験により偏西風に乗って日本に降った放射性物質はどの程度だったのか 
 しかし、考えれば、原子爆弾と原子力発電を比較すること自体、誤っている。即ち、原子爆弾は兵
器であり、その方法は熱線、放射線を問うても仕方がない。原子力発電は、人類に害がある、放射線
や放射能をまき散らしてはならない事だけは確かである。半減期何万年と云われる、セシュウムやプ
ルトニュウムが、数十年前の核実験で発生したと思われるそれが見当たらないのも喜ばしい事である。 
 

「地球は人類がニ度と住めない星となる」 は その後どうなったのか？   上村 統久 
 

【 会員投稿 】 

 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono2011-07.pdf
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◇ お し ら せ ◇ 

 日時 場所 申込み、その他 

７月の囲碁愛好会 
７月１１日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

７月の麻雀会 
７月１４（木）２8（木） 

９：３０～１７：００ 
赤城倶楽部 
会費 1０００円 

申込み 7/12 日、26 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

７月の 
グラウンドゴルフ例会 

７月２５日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｃ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
(雨天中止) 

（夏季大会の先行ご案内） ８月２２，２３日（月･火） 尾瀬高原ホテル 詳細は次号にて 

７月のゴルフ愛好会 
７月２５日（月） 
8：28ＳＴ（7：50 集合） 

大間々ＣＣ 
7/15〆 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

８月のカラオケ月例会 ８月１日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 7 月 28 日まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 
江川八郎（0276-52-1886） 

８月のパソコンサークル 
８月１日（月） 
１３：３０～１５：３０ 

労組会議室 ＜ボランティアの案内＞ 

会社前市道樹木剪定 

７月９日（土）8：00～11：00 

８月の幹事会 ８月１日（月）１５：３０ 労組事務室 

７月の編集委員会 ７月１９日（火）１３：３０ 労組会議室 
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● 編集：「菱の実会だより」編集委員会  ● 事務局 三菱電機労働組合群馬支部内 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：8 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 8 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 

8 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多尐の遅れはご容赦下さい） 

中央制御室のオペレータは、今も、随分怖い思いをしているのでしょうね！ 
地震発生時から、水素爆発、メルトダウンまでの状況は、説明されても、なかなか理解できません
が、原発のオペレータの恐怖心は、我々に例えれば、車を、夜、高速道路で運転中に、ブレーキ
が突然利かなくなった状態かなと思います。ブレーキは利かない、まっ暗闇、前照灯は消え、メー
ターもあてにならなかったら、先ず運転は出来ないと思う。 
原発のオペレーターは、模擬訓練を受けているとは言え、実践で、想定以上の過酷な状況が

次々と、待ったなしで発生する。しかも、一歩間違えたら、放射線大放出で、自分達だけでなく、国
民にも危険な状態を作ってしまう、その怖い、胃の痛くなる状態が今も続いている。早くこんな状態
から抜け出したいものです。                                   上村 記 

   

 

訃
報 

 

 飯塚 恒男 さん （ 享年 ７０歳 ） 太田市前小屋町 

６月７日ご逝去されました。ご冥福をお祈りすると共にお知らせします。 

 


